石倉道場公式　ストライク（打撃）ルール
2007.2.1　ISHIDOゲート「ＴＡＴＡＭＩ」用改正ルール

1． 試合形式　

試合は３分１ラウンド。

それでも決着がつかない場合は１分のインターバルののち、１分の延長戦。それでも決着がつかない場合は、引き分けとなる。

2． 体重ハンデ　

体重差が１０kg以上離れている場合は軽い側の選手にグローブハンデが得られる。

3． 着衣

素足、レガース、ニーパット、ファールカップ、グローブ、マウスピースは必須。

服装は胴着・スパッツ等、金具や突起物のない着衣なら何でも可。

グローブの下にバンデージ・テーピング以外のものを巻くことを禁じる。

シューズの着用を禁じる。

アマチュアルールのため、ヘッドギアーの着用を義務付ける。

オイル及びワセリンなどを体に塗ることを禁じる。

4． 勝敗判断

●＜ＫＯ、ＴＫＯ＞

1 ラウンド中２回のダウン。

2 一方的に攻撃を受けたり、場外に逃げる等攻撃の意思がない場合。

3 戦意喪失した時。または審判が危険と判断した時。

●＜判定＞

○時間切れの時点で、ダウンの回数が多いものを判定負けとする。

〇両選手の実力差が歴然たる時は試合途中においても勝敗の判断を下す。

〇消極的姿勢と審判が判断した場合。

〇故意の反則行為。

●＜有効技＞

〇すべてのパンチ、キック（立ち技による）、顔面部分以外の膝蹴り。

●＜反則＞

〇金的蹴り

〇頭突き

〇サミング

〇倒れた相手、グランドでの攻撃

〇首絞め、関節技

〇顔面へのヒザ蹴り

〇ヒジ打ち

〇あらゆる投げ技（首相撲からの崩しは可）

〇その他レフェリーが危険とみなした行為。

※反則の度合いによっては、即負けとなることもある。

●＜失格　その他＞

〇噛み付き、目潰し、度重なる金的攻撃など悪質な試合態度と判断された場合。

〇試合中、レフェリーの指示に従わない場合。

〇反則注意を３回受けた場合。

〇凶器の所持、ほか、着衣・用具等に不正のあった場合。

○申告した身長・体重・経歴等に悪質な虚偽があった場合。

〇セコンドの罵声や悪質な応援。

